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T-SoilReme®-HeatBio
（地盤加熱型の微生物浄化技術）



T-SoilReme®-HeatBioの概念図と浄化対象
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 適用対象:難透水層に揮発性有機化合物が浸透した高濃度土壌汚染
 電気で土壌を加熱すると共に、微生物分解に必要な空気や浄化材を供給
 浄化対象物質:塩素化エチレン類（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）、ベンゼン



T-SoilReme®-HeatBioの浄化手順
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①絶縁区
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②通電区（スリット有り）
⇒汚染帯水層
（浄化材を事前に供給）
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①汚染源からのVOCsの溶出が促進

電極兼用注入管

②脱塩素細菌によるVOCsの分解

塩素化エチレン類による
難透水層の土壌汚染



地下水と難透水層が汚染されたサイトでの適用事例
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電橋兼用注入管の断面図
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土壌温度および汚染状況の観測結果
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ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
浄化前 0.075 0.031 0.050
浄化後 0.012 0.010 0.003
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まとめ
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T-SoilReme®-HeatBioの特徴

掘削除去をせずに、難透水層に存在して地下水汚染の
原因となる高濃度汚染土壌を浄化できます

電気と浄化材を1本で担う電極兼用注入管を用いることに
より、浄化装置の設置コストおよび期間を削減できます

微生物の活動に適した温度で浄化を行うため、地下水の
浄化期間を短縮できます


